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一
般
会
計
の
財
政
規
模
は
基
金

の
活
用
に
よ
り
昨
年
に
次
ぐ
水

準
を
確
保

【
東
京
自
治
労
連
書
記
長
・

喜
入
肇
】
2
0
2
0
年
度
の
東

京
都
一
般
会
計
予
算
は
、
都
税

収
入
5
8
5
億
円
減
、
地
方
譲

与
税
2
、
3
7
9
億
円
減
の
中

で
、
前
年
度
比
1
、
0
7
0
億

円
・
1
・
4
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
が
、
前
年
度
に
次
ぐ
予
算

規
模
で
す
。
そ
の
要
因
は
東
京

五
輪
2
0
2
0
大
会
の
開
催
準

備
と
3
つ
の
シ
テ
ィ
を
実
現
す

る
た
め
と
し
て
、基
金
か
ら
7
、

3
3
2
億
円
を
取
り
崩
し
た
こ

と
に
あ
り
、
そ
の
多
く
は
東
京

2
0
2
0
大
会
に
使
わ
れ
る
予

定
で
す
。

不
安
定
な
財
政
構
造
の
備
え

と
し
て
の
基
金
の
趣
旨
を
踏
ま

え
る
な
ら
極
め
て
問
題
で
あ

り
、
今
後
の
基
金
の
活
用
と
し

て
、
長
期
戦
略
「
『
未
来
の
東

京
』
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
後
押

し
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
い

る
こ
と
も
問
題
で
す
。

地
方
消
費
税
が
増
収
と
な

り
、
消
費
税
が
基
幹
税
目
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
税
の

根
本
原
則
で
あ
る
応
能
負
担
原

則
を
破
壊
す
る
も
の
で
す
。
大

企
業
減
税
や
富
裕
層
優
遇
の
税

制
を
見
直
し
、
応
能
負
担
原
則

を
貫
く
税
制
改
革
の
実
現
と
と

も
に
、
地
方
分
権
に
ふ
さ
わ
し

い
地
方
財
政
の
確
立
に
向
け
た

地
方
税
財
源
の
拡
充
が
重
要
で

す
。オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
Ａ
Ｉ
は
じ

め
新
技
術
、大
型
開
発
、国
家
戦

略
特
区
な
ど
財
界
戦
略
を
優
先

〈
予
算
編
成
方
針
と
予
算
の

概
要
〉
そ
も
そ
も
2
0
2
0
年

度
「
予
算
編
成
方
針
」
で
は
、

2
0
2
0
オ
リ
・
パ
ラ
の
成
功
、

「
国
際
金
融
都
市
・
東
京
」
の

実
現
な
ど
に
よ
る
経
済
の
持
続

的
成
長
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5

・
0
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
に

向
け
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
5
Ｇ
な

ど
の
技
術
革
新
を
掲
げ
ま
し

た
。
基
本
は
財
界
の
望
む
日
本

の
経
済
成
長
を
東
京
が
け
ん
引

し
先
導
す
る
こ
と
で
す
。

一
般
歳
出
は
5
兆
5
、
3
3

2
億
円
で
前
年
比
6
4
7
億
円

・
1
・
2
％
減
で
す
。
オ
リ
・

パ
ラ
施
設
整
備
が
収
束
し
た
た

め
投
資
的
経
費
は
2
、
7
7
7

億
円
・
20
・
9
％
減
で
す
が
、

1
兆
3
、
2
6
9
億
円
を
計
上

し
、
単
独
事
業
で
は
約
8
、
5

6
2
億
円
と
莫
大
で
す
。

「
目
的
別
内
訳
」
で
は
「
福

祉
と
保
健
」
が
、
19
年
度
比
2

0
1
億
円
・
1
・
6
％
増
1
兆

2
、
8
0
1
億
円
、
ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
東
京
な
ど
の
「
生
活

環
境
」
に
2
2
1
億
円
・
10
・

1
％
増
の
2
、
4
0
7
億
円
な

ど
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
性
質
別
内
訳
」

で
は
制
度
に
基
づ
く
支
出
で
あ

る
扶
助
費
が
19
億
4
、
4
0
0

万
円
・
1
・
1
％
減
の
一
方
、

補
助
費
等
は
1
、8
4
0
億
7
、

5
0
0
億
円
・
14
・
2
％
増
で

す
。
制
度
に
基
づ
く
社
会
保
障

関
係
費
は
、
全
体
と
し
て
削
減

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
」

推
進
の
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
5
Ｇ

な
ど
新
技
術
に
関
す
る
予
算
は

重
点
で
す
。
昨
年
に
比
べ
て
約

2
0
5
億
7
千
万
円
増
の
約
8

2
6
億
円
と
な
り
、
戦
略
政
策

情
報
推
進
本
部
と
総
務
局
は
各

2
0
0
億
円
規
模
、
産
業
労
働

局
は
75
億
円
余
で
す
が
15
項
目

と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
私
立
学
校
関
係
5
億
円

余
、
公
立
学
校
関
係
59
億
万
円

弱
で
す
。
今
後
い
っ
そ
う
大
型

開
発
と
同
様
に
大
企
業
奉
仕
の

か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

大
型
公
共
事
業
や
国
際
金
融

都
市
東
京
、
国
家
戦
略
特
区
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
な
ど
戦

略
的
課
題
は
、
産
業
労
働
局
や

教
育
庁
を
含
め
全
体
で
は
5
、

3
8
3
億
円
余
で
都
税
収
入
の

9
・
9
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
産
業
労
働
局

は
、
中
小
企
業
関
係
予
算
に
お

い
て
高
度
化
・
高
付
加
価
値
化
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、海
外
展
開
、

成
長
産
業
化
、
創
業
・
起
業
家

な
ど
に
重
点
的
に
予
算
を
配
分

し
て
い
ま
す
。

「
2
0
2
0
年
に
む
け
た
実

行
プ
ラ
ン
」
は
2
0
2
0
年
度

が
最
終
年
度
で
4
、
7
2
2
億

円
を
基
金
か
ら
取
り
崩
し
約
1

兆
6
千
億
円
を
計
上
し
、
4
年

間
の
見
積
も
り
5
億
6
、
1
0

0
万
円
が
6
億
3
、
2
2
0
万

円
と
ふ
く
れ
あ
が
り
ま
し
た
。

政
策
の
柱
の
う
ち
、
投
資
的

経
費
や
政
府
・
財
界
、
小
池
都

政
の
戦
略
的
な
経
費
に
関
係
す

る
分
野
で
、
2
0
2
0
年
度
は

1
兆
1
、
7
7
2
億
円
と
総
計

1
兆
6
、
1
7
8
億
円
の
72
・

8
％
、
4
年
間
で
は
4
兆
8
、

0
9
5
億
円
、
総
額
の
76
・
1

％
を
占
め
ま
す
。

福
祉
・
教
育
・
く
ら
し
・
営
業

都
民
を
支
え
る
予
算

私
た
ち
の
運
動
も
反
映
し

て
、
い
く
つ
か
の
分
野
で
都
民

む
け
施
策
が
新
た
な
予
算
化
、

ま
た
は
継
続
事
業
で
も
増
額
さ

れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
や
高
齢
者
等
に
む
け

た
事
業
と
し
て
、
「
子
育
て
家

庭
支
援
区
市
町
村
包
括
補
助
」

や
「
保
育
従
事
職
員
宿
舎
借
り

上
げ
支
援
」
な
ど
増
額
、
新
規

で
児
童
養
護
施
設
等
の
補
修
費

に
独
自
加
算
な
ど
を
計
上
し
ま

し
た
。
ま
た
、
大
東
京
商
店
街

ま
つ
り
、
地
域
企
業
再
建
支
援

事
業
、
金
融
支
援
や
事
業
継
承

促
進
、
伐
採
・
搬
出
技
術
者
育

成
な
ど
予
算
化
し
ま
し
た
。
就

職
氷
河
期
世
代
対
策
、
就
労
困

難
者
対
策
な
ど
も
新
規
事
業
で

す
。
教
育
関
係
で
は
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
配
置
、
部
活
指
導
員
導

入
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
関
係
、
多
子
世
帯
へ
の
授
業

料
支
援
、
特
別
支
援
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
や
医
療
的
ケ
ア
な

ど
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
中
小
企
業
制
度
融
資
に
つ
い

て
は
、
2
0
2
0
年
度
も
2
5

6
億
4
、9
0
0
億
円
減
の
3
、

1
3
4
億
3
、
1
0
0
万
円
の

計
上
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
切
実
な
要
求
に
つ

い
て
は
小
池
都
政
も
無
視
で
き

ま
せ
ん
。
2
0
2
0
年
度
予
算

で
も
都
民
要
求
が
強
い
分
野
、

運
動
が
大
き
く
展
開
さ
れ
て
い

る
部
分
に
つ
い
て
は
拡
充
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
予
算
案
で

あ
り
、
議
会
の
力
関
係
の
転
換

も
視
野
に
入
れ
て
、
当
面
す
る

都
知
事
選
挙
で
都
政
に
民
主
的

転
換
を
は
か
る
こ
と
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

6
月
18
日
告
示
予
定
の
東
京

都
知
事
選
挙
に
向
け
て
、
「
革

新
都
政
を
つ
く
る
会
」
が
訴
え

を
発
表
し
ま
し
た
。
4
月
20
日

＝
抜
粋

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
は
、
深
刻
で
長
期
化
し
、

全
人
類
的
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
と
都
は
初
動
に
失
敗
し

て
感
染
を
広
げ
、
医
療
体
制
は

危
機
的
状
況
に
お
か
れ
、
介
護

・
福
祉
の
現
場
か
ら
も
救
い
を

求
め
る
声
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
「
自
粛
」
に
よ
る

窮
乏
に
苦
し
む
国
民
か
ら
は

「
自
粛
と
補
償
は
一
体
に
」
の

悲
痛
な
叫
び
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
危
機
は
、
今
ま
で
の
国
政
、

都
政
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
問

い
直
し
て
い
ま
す
。

こ
の
4
年
間
の
小
池
都
政

は
、
築
地
市
場
移
転
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
経
費
の
見
直
し
、
情
報

公
開
、
道
路
の
見
直
し
、
待
機

児
ゼ
ロ
な
ど
の
都
民
と
の
約
束

を
投
げ
だ
す
と
と
も
に
、
国
家

戦
略
特
区
、
羽
田
空
港
低
空
飛

行
、
カ
ジ
ノ
な
ど
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
に
追
随
し
、
大
企
業
が
潤
え

ば
そ
の
し
ず
く
が
し
た
た
り
落

ち
て
く
る
と
い
う
、
石
原
都
政

以
降
21
年
に
わ
た
る
財
界
戦
略

の
都
政
へ
の
も
ち
こ
み
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

都
立
・
公
社
病
院
の
地
方
独

立
法
人
化
表
明
な
ど
自
民
党
へ

の
あ
か
ら
さ
ま
す
り
寄
り
を
強

め
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
東
京
に
お
け
る
野

党
間
の
協
議
が
す
す
め
ら
れ
て

お
り
、
3
月
に
は
「
市
民
と
野

党
の
共
同
の
実
現
で
、
小
池
都

政
の
転
換
」
を
め
ざ
す
「
呼
び

か
け
人
会
議
」
が
、
立
憲
民
主

党
、
日
本
共
産
党
、
国
民
民
主

党
、
社
民
党
、
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
れ
い
わ
新
撰
組
、
新

社
会
党
、
緑
の
党
な
ど
各
党
に

申
し
入
れ
を
行
う
な
ど
の
取
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
も
と
で
革
新
都
政

を
つ
く
る
会
は
、
都
知
事
選
挙

を
「
市
民
と
野
党
の
共
同
の
実

現
で
、
小
池
都
政
の
転
換
」
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
草
の

根
か
ら
の
「
市
民
と
野
党
の
共

闘
」
の
実
現
、
団
体
・
地
域
で

の
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
の
強

化
、
都
政
パ
ン
フ
の
発
行
、
都

民
へ
の
情
報
発
信
な
ど
の
取
組

み
を
進
め
て
い
る
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
も
と
で
困
難
は
あ
り

ま
す
が
、
「
都
民
が
主
人
公
」

の
都
政
を
願
う
み
な
さ
ん
が
、

�
い
ま
で
き
る
こ
と
、
い
ま
や

れ
る
こ
と
�
に
起
ち
あ
が
る
こ

と
を
呼
び
か
け
ま
す
。

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
都
政

転
換
」
を
め
ざ
す
�
呼
び
か
け

人
会
議
�
の
訴
え
に
応
え
、
呼

び
か
け
人
に
な
り
ま
し
ょ
う

都
政
を
変
え
た
い
と
願
っ
て

い
る
す
べ
て
の
人
に
声
を
か
け

て
、
呼
び
か
け
人
に
な
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
「
呼
び
か
け

人
会
議
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

出
来
ま
し
た
。
紙
面
下
段
「
シ

ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
」
内
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
入
れ
ま
す
。

「
都
政
パ
ン
フ
」
を
手
に
と
っ

て
読
ん
で
く
だ
さ
い

小
池
都
政
の
実
像
が
わ
か

り
、
都
政
転
換
で
の
希
望
が
わ

く
「
都
政
パ
ン
フ
」
を
20
万
人

に
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

都
政
転
換
、
都
民
要
求
情
報
を

拡
散
し
ま
し
ょ
う

「
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
」

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

kakushintosei.org

）
を
更
新

し
、「
通
信
」も
発
行
し
ま
す
。

拡
散
し
て
く
だ
さ
い
。
募
金
も

お
願
い
し
ま
す

◇

◇

◇

お
詫
び
と
訂
正

4
月
号
2

面
の
「
都
教
組
書
記
長
・
坂
元

康
雄
」
さ
ん
は
、
都
障
教
組
書

記
長
の
間
違
い
で
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

文
京

改
憲
Ｎ
Ｏ
宣
伝

「
3
0
0
0
万
署
名
文
京

ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
「
本
郷
・

湯
島
9
条
の
会
」
は
4
月
14

日
、
本
郷
三
丁
目
交
差
点
に

て
共
同
宣
伝
を
実
施
し
、
12

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
チ
ラ
シ
配
布
や
署
名
は
行

わ
ず
、
横
断
幕
と
手
書
き
の

プ
ラ
ス
タ
ー
で
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
緊
急

事
態
条
項
を
憲
法
に
書
き
込

も
う
と
す
る
安
倍
政
権
の
危

険
な
企
み
を
告
発
す
る
と
と

も
に
、
自
粛
、
休
業
要
請
に

際
し
て
は
経
済
的
な
補
償
を

行
う
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

学
生
ユ
ニ
オ
ン
が
緊
急
の
電

話
労
働
相
談

首
都
圏
学
生
ユ
ニ
オ
ン

（
首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
の

分
会
）
は
4
月
25
、
26
日
両

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
で
ア
ル
バ
イ
ト

収
入
が
減
り
経
済
的
に
困
窮

す
る
学
生
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト

を
対
象
に
し
た
緊
急
の
電
話

相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。
2

日
間
で
約
1
0
0
件
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
、
大
半
が
休
業

補
償
に
関
す
る
相
談
で
し

た
。
ま
た
、
奨
学
金
を
借
り

て
い
る
学
生
も
多
く
、
「
今

月
の
給
料
が
数
千
円
し
か
な

い
」
な
ど
緊
急
性
の
高
い
相

談
も
あ
り
ま
し
た
。

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
小

池
都
政
転
換
」
を
め
ざ
す
呼

び
か
け
人
の
拡
大
を

革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は

4
月
15
日
、
呼
び
か
け
人
会

議
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、

市
民
と
野
党
の
共
闘
の
実
現

で
都
政
の
転
換
を
め
ざ
す
呼

び
か
け
人
を
「
4
月
中
に
1

0
0
0
人
」
に
拡
大
す
る
提

起
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
提

起
を
う
け
、
東
京
地
評
青
年

協
を
は
じ
め
と
し
た
労
働
組

合
、
法
律
事
務
所
、
ス
ポ
ー

ツ
関
係
者
な
ど
か
ら
呼
び
か

け
人
が
ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
呼
び
か
け
人
の

申
し
込
み
は
、
同
会
議
Ｈ
Ｐ

（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
内
の

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
で

き
ま
す
。

東
京
都
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
つ
い
て
の
雇
用
・
就
業

対
策
緊
急
要
請

東
京
地
評
は
4
月
30
日
、

東
京
都
産
業
労
働
局
に
対
し

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
の
雇
用
・
就

業
対
策
緊
急
要
請（
第
二
次
）

を
行
い
ま
し
た
。
解
雇
、
雇

い
止
め
、
減
給
、
生
活
難
の

相
談
が
急
増
す
る
な
か
、
労

働
者
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
へ
の

支
援
の
強
化
や
期
間
延
長
、

雇
調
金
立
替
払
い
、
医
療
機

関
や
医
療
従
事
者
へ
の
支
援

拡
充
な
ど
、
都
独
自
の
手
立

て
を
早
急
に
す
す
め
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

生
命
・
健
康
と
生
活
の
両

方
を
守
る
た
め
に
、
東
京
都

Society5．0関係予算の状況 単位：万円
昨年度増
5，000

－225，800
376，300
207，700
22，000

1，174，800
199，100
－45，519
337，400
3，900
2，000

2，056，881

予算額
5，000

1，801，800
2，510，400
778，800
175，000
1，340，400
308，300
753，700
573，800
3，900
2，000

8，253，100

デジタル広報の推進
専担事業、ICT、電子都庁推進など
警備等デジタル化、5G研究、都政改革など
電子マネー納税、税務総合支援システムなど
eランニング、私立学校タブレットなど
公園・緑地GISデータ、最新技術まちづくりなど
介護の ICT機器、認知症対策AI 活用など
5G技術活用、中小企業普及、生産性向上など
端末活用、スマート・スクールプロジェクトなど
5G環境を活用した市場業務等検証調査
ベイエリアDigital Innovation City にむけた検討

局名
政策企画局
戦略政策情報推進本部
総務局
主税局
生活文化局
都市整備局
福祉保健局
産業労働局
教育庁
中央卸売市場会計
臨海地域開発事業会計
合計

大型開発・国際金融都市・国家戦略特区等戦略的課題 （単位：万円）
昨年増

10，027，900
44，700

2，992，800
－679，326
－189，050
736，200

12，933，224

予算額
25，960，500
6，681，200
3，490，300
14，499，000
1，479，700
1，721，300
53，832，000

主な事業
共同実施事業等（2020大会で都が負担する資金で実施する事業）
特定整備路線、築地再開発、市街地再開発など
国際ビジネス機会、外国人起業家支援など
区環状・東京外郭道路、無電柱化など
大型船用ふ頭整備、外資コンテナ等東京港整備など
新たな「東京モデル」、グローバル人材育成など

局名
オリ・パラ準備局
都市整備局
産業労働局
建設局
港湾局
教育庁
合計

開発と財界優先の都予算
都民要求と運動で前進面も

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
、
都
知
事
選
挙
で
の

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」の
実
現
を
め
ざ
す
と
り
く
み
に
全
力
を

「
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
」
が
訴
え
を
発
表


